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団体名：認定特定非営利活動法人キッズドア
• 2007年設立、2011年東北事務所設立
• 理事長 渡辺由美子
• 常勤職員数105人、非常勤・その他225人 ※2022年12月時点

キッズドアは、どんな境遇に生まれても子どもが生き生きと成長できる社会の実現に向けて、
子ども達に学習支援や居場所・食事支援、将来の可能性を広げる体験の提供を行っています。

学習会や居場所の実施

行政委託や助成金、企業や個人の寄
付などを使い、困窮家庭の小〜高校
生・浪人生に、無料の学習会や、食事
提供なども行う居場所を実施。
2021年度は64箇所で実施。
コロナをきっかけに、オンラインで全国の
高校生への学習支援や体験活動も拡
大。現在約220名に提供している。

その他の主な取り組み

 ファミリーサポート：コロナの影響で
困難困窮に陥った家庭に、
支援とともに希望をお届け

 体験学習：ITプログラミング、
芸術鑑賞、自然体験等の子どもの
生活を豊かにする活動を提供

 奨学金：大学進学や資格試験の
受験を志す子どもたちに金銭面、
心理面でのサポートを提供

 アドボカシー活動：子どもや保護者
を対象とした調査・分析の実施、
レポーティング

認定NPO法人キッズドアについて



キッズドアからの提案
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将来の可能性を阻まれている高校生を応援してください！
家庭の困窮により、高校生の未来が奪われています！
中学校を卒業すると、児童手当がなくなるなど、行政からの経済的支援がとたんに
少なくなります。修学支援や奨学給付金、大学進学に係る給付型奨学金等はあ
りますが保護者側が十分にその情報を獲得できていないことや、学校でも十分に情
報提供がないことから、就学を諦めてしまいます。
キッズドアから、以下の提案をします。
• 高校生がいる家庭への経済的支援を！

 児童手当の18歳までの延長
• 高校生が不安なく将来を考えることができるように！

 高等教育の無償化
 給付型奨学金の対象の拡大
 奨学金受給が決定した高校生等の大学入学金納付期限の猶予



高校生緊急アンケートの概要
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高校生のことを知ってもらうため、キッズドアが奨学金を
支援している高校生に緊急アンケートを実施しました。

対象者のプロフィール 対象者とキッズドアとの関わり
大学進学を志しながらも、経済的な理由で困
難を抱えている高校生に提供している「ゴールドマ
ン・サックス大学受験給付型奨学金」の22年度
受給者を対象としています。

キッズドアは金銭的な支援だけでなく、情報提供やオ
ンラインイベントなどを実施し、受給者と関係性を築き
ながら伴走型で大学進学を応援しています。

【世帯年収】

【家族構成】

受験サポート応援パック
の送付（年3回）

受験／進学ガイド、文具等

 LINE情報支援
（毎週金曜日）

（23年1月7日〜11日実施）



高校生緊急アンケート結果
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こども家庭庁は、高校生にあまり知られていません。

 こども家庭庁について、ニュースなどで
見たり聞いたりしたことがありますか。

ある
50%

ない
49%

無回答
1%

よく知っている
0%

知っている
4%

少し知っている
14%

知らない
82%

 こども家庭庁は、どのような役割を担う
ものか知っていますか。

• こども家庭庁について聞いたことがあるのは全体の半数。
• こども家庭庁の役割については約8割が「知らない」と回答。

Webアンケート：23年1月7日〜11日実施、回答者数N＝72人



高校生緊急アンケート結果
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高校生は、こども家庭庁に、子どもの意見を聴くこと、
教育機会の平等や教育無償化、児童手当等の期間
延長などを期待しています。

 こどもや若者の声を聞いて、必要な支援をしてほしいと思う。
 親や家庭に関係なく、平等に教育を受けることができるようにしてほしい。
 大学までの授業料無償化
 奨学金対象範囲の拡大
 児童手当など金銭の支援をのばしてもらいたい。
 ヤングケアラーや、困っていても相談する場所がない、どうすればいいのか分からない人
への援助。

 とにかく虐待を周りから気づかれているのに放置される子をいないようにしてほしいです。
 こどものいじめや自殺を減らし、無くしていくこと。
 ひとり親でも、親子で頑張っている家族の味方になってほしい。

 こども家庭庁には、どのようなことを期待しますか。（自由回答、一部抜粋）



高校生緊急アンケート結果
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高校生は、経済的理由による進学・通塾や部活動等
の制限、オンライン学習の負担などで困っています。

 お金がないので希望する進学先に進めなかった。
 金銭面で余裕がないと塾に通うことができないことはもちろんのこと、十分に問題集を
買うこともできない。

 大学受験の費用をアルバイトで稼がなければならなかったため、部活に入ることを諦め
たり、睡眠時間が十分に取れなかったりなど辛かった｡

 運動部に入りたかったけれど、部活の道具や試合の交通費を出すことができないと言
われ、入ることができなかった。

 一人一つずつのタブレットが買えなかった。
 コロナ禍で、オンライン授業等やiPadでの宿題提出がありWi-Fi環境を整える為に自
宅のWi-Fiも含めて、スマホの基本料をあげるしか無く家庭としては凄く負担を感じた。

 高校での学習や生活で困ったことや希望がかなわなかったことはありますか。
（自由回答、一部抜粋）



高校生緊急アンケート結果
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高校生のいる家庭は、お金が足りていません。

思う
93%

思わない
1%

どちらともいえない・

わからない
6%

少ないと思う
72%

適当だと

思う
27%

多いと思う
1%

• 約7割が現在の児童手当の金額は少ないと感じている。
• 9割超が小中と比べて高校生はお金がかかると回答。

 小中学校の時と比べて、高校での学習
や生活にはお金がかかると思いますか。

 現在の児童手当の金額についてどう
思いますか。

Webアンケート：23年1月7日〜11日実施、回答者数N＝72人



高校生緊急アンケート結果
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大学や専門学校など

教育を受けている期間は

給付してほしい
85%

高校生までは

給付してほしい
12%

中学卒業まで

で良い
3%

児童手当の給付期間延長が求められています。
• 85％は大学等までの児童手当給付を希望。
• 高校生には中学までより多くの児童手当を求める声が最多。

中学までと

同額程度
35%中学まで

よりも増額
62%

中学までよりも

少なくて良い
3%

その他・わから

ない
0%

 高校生に児童手当を給付する場合、
金額についてどのように考えますか。

 児童手当の給付の期間について意見
を教えてください。

Webアンケート：23年1月7日〜11日実施、回答者数N＝72人



高校生緊急アンケート結果
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高校生は奨学金や教育ローンを利用して進学します。
• 全体の97％が何らかの奨学金や教育ローンを利用すると回答。
• 貸与型奨学金や教育ローンなどを利用との回答も約半数。

給付型奨学

金のみ
49%

給付型奨学金と

貸与型奨学金や

教育ローン、福

祉の貸付など
44%

貸与型奨学金

と福祉の貸付

や教育ローン
4%

まだ決まって

いない
3%

 高校生卒業後進学する場合、奨学金や教育ローンを利用しますか。

大学卒業後
借金を背負って
社会へ

48％
貧困層の中でも
貧困度が高い
一部の人のみ
将来の借金を回避

Webアンケート：23年1月7日〜11日実施、回答者数N＝72人



参考
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53万円/年

53万円/年

55万円/年

増 110万円/年

減 161万円/年

世帯の年収は110万円しか増えないのに奨学金と授業料は161万円も減ってしまう。世帯年収が380万円を超えると、
給付は0円になる。稼げば稼ぐほど、世帯としては貧困になってしまうという矛盾。
高等教育の修学支援が利用できる年収の上限を緩和し、準貧困層や中流家庭の教育費負担を減らす。
→目指すは高等教育無償化

文部科学省 高等教育修学支援新制度よりhttps://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/hutankeigen/index.htm



高校生緊急アンケート結果
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大学進学にあたって、授業料や入学準備資金、進学後
の生活費用など、金銭面の大きな不安を抱えています。

 進学できても、授業料などがちゃんと払えるか心配です。
 給付金を受けられても、１００万円近い入学金と前期授業料は先に立て替えて払
わないといけないので、合格しても借金しないと入学手続きができません。

 受験するだけで多額の費用がかかる。うまいこと受かれば良いが、うちは何度も失敗し
いて入学前から受験料などでの借金をしている。

 私が大学に行けたとしても、費用の面から考えて、弟たちは大学に行かせてもらえるか
わからないこと。

 学費以外にも、通学費や書籍代、学科で必要な機材などの購入費用が嵩むと思うと
不安です。

 学生マンションの入居申し込みをしているが、連帯保証人が母(死別でひとり親、低収
入)なので審査に通りにくいかもしれなくて、今、すごく不安です。

 父が病気で就業できない。進学後、周りとの経済格差。アルバイトと、学業の両立。

 大学・短大への進学などで困っていたり、不安なことがありますか。
（自由回答、一部抜粋）
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参考資料
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